
本計画は、自転車の通行空間・自転車駐車環境の整備、通行ルールの徹底といった、ハード・

ソフトの両面から対策を定めるもので、安全で快適に移動できる自転車利用環境を創出すること

を目的としています。

令和8（2026）年度から令和17（2035）年度までの10年間とします。

１ ２

〇自転車関連事故件数は近年やや増加傾向にあります。ネットワーク路線の整備を進めるとともに、
特に事故の多い駅周辺や学校周辺では生活道路における安全対策を一層強化する必要があります。
〇ネットワーク路線の整備は順調に進んでいるものの、その多くが車道混在型の整備形態となってお
り、歩行者・自転車・自動車が錯綜する路線については、道路空間の再配分に向けた検討が必要です。

〇放置自転車は減少傾向であるものの、依然として存在しており対策が必要です。
〇駅近くの自転車駐車場に利用が集中し、定期利用については多数の空き待ちが生じているため、需
要の分散化が必要です。
〇自転車の大型化や新しいモビリティの普及に対応するための駐輪スペースの確保や施設の老朽化へ
の対応も課題となっています。

〇正しい交通ルールの周知が課題であり、ライフステージに応じた学びの場を設ける必要があります。
○事故のリスク軽減のためにヘルメットの着用や自転車保険の加入促進も重要な課題となっています。

〇「おにクル」や「ダムパークいばきた」の開業に加え、中心市街地ではひと中心のまちづくりが進
められており、これらの取組と連携した自転車の活用が期待されています。

〇自転車関連事故件数は近年やや増加傾向にあります。ネットワーク路線の整備を進めるとともに、
特に事故の多い駅周辺や学校周辺では生活道路における安全対策を一層強化する必要があります。
〇ネットワーク路線の整備は順調に進んでいるものの、その多くが車道混在型の整備形態となってお
り、歩行者・自転車・自動車が錯綜する路線については、道路空間の再配分に向けた検討が必要です。

〇放置自転車は減少傾向であるものの、依然として存在しており対策が必要です。
〇駅近くの自転車駐車場に利用が集中し、定期利用については多数の空き待ちが生じているため、需
要の分散化が必要です。
〇自転車の大型化や新しいモビリティの普及に対応するための駐輪スペースの確保や施設の老朽化へ
の対応も課題となっています。

〇正しい交通ルールの周知が課題であり、ライフステージに応じた学びの場を設ける必要があります。
○事故のリスク軽減のためにヘルメットの着用や自転車保険の加入促進も重要な課題となっています。

〇「おにクル」や「ダムパークいばきた」の開業に加え、中心市街地ではひと中心のまちづくりが進
められており、これらの取組と連携した自転車の活用が期待されています。 本計画における達成度を検証するため、計

画期間である10年間の中で目指す目標を設

定します。
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３ ４

JR

自転車安全対策重点エリアにおいて、通行位
置明示等の路面表示を行います。

定期利用における電子申請導入などによる手続きの利便性向上や、リアルタイムでの満空情報の提供、
キャッシュレス決済専用端末の設置を推進します。

自転車の多様化に伴う、利用者ニーズに応じた駐輪
スペースの再編を行います。

自転車駐車場の料金体系を見直すことで、需要の集中を是正し平準化を図ります。

放置防止に関するチラシの配布や放置禁止区域での啓
発活動、路面表示や看板等路上に自転車を停めにくく
する対策を講じます。

こどもから高齢者まで、ライフステージに応じた交
通安全教育の場を創出します。

関係団体や民間事業者等との連携により、自転車
の交通安全教育者の拡充を図ります。

・交通安全に関するイベントの継続的な開催
・街頭キャンペーンやチラシ等を活用した交通
ルールの啓発活動の実施
・市ホームページやSNSを活用した、自転車の交
通ルールの周知

バス停の近くに自転車駐車場を配置することで、サイクル＆バ
スライドを推進します。

ダムパークいばきたをハブ拠点としたサイクリングコースの検討を行い、広報するとともに通行環
境を整備することにより、北部地域における周遊性の向上を図ります。

民間事業者によるレンタサイクル事業やコミュニティサイクル
事業を促進します。


